
インド大ダム会議関係者が美和ダム再開発の現場を視察 

【視察概要】 
日  時： 平成３０年１０月２日（火） １５：００～１６：３０ 
視 察 者： インド大ダム会議関係者 ５名 
同 行 者： 日本大ダム会議 ４名 
対 応 者： 中部地方整備局河川部 １名  三峰川総合開発工事事務所 ３名  天竜川ダム統合管理事務所美和ダム 
      管理支所 １名 
視察箇所： 土砂バイパストンネル（呑口、吐口）、分派堰、貯砂ダム、湖内堆砂対策施設工事現場 

【説明内容】 
• 流域の概要 
• 美和ダムの堆砂実績 
• 美和ダム再開発の内容 
• 堆砂対策全体計画 
• 土砂パイパス施設運用実績 
• 湖内堆砂対策施設の概要 等 

【質疑応答】 
Ｑ：どのようにストックヤードへ土砂を貯めるのか？ 
Ａ：ダム湖で浚渫、分級して、ポンプ圧送することを

考えている。 
Ｑ：ストックヤードから排出した土砂がダム湖に戻る

ことはないのか？ 
Ａ：洪水時の流況から、ダム湖へ戻る事なくバイパス

トンネルへ導水できると考えている。 
Ｑ：流した土砂は下流のダムへ堆積しないのか？ 
Ａ：非常に細かい砂、シルトなので、堆積しないと考

えている。 

美和ダム支所：概要説明 分派堰・バイパストンネル呑口 

ストックヤード バイパストンネル吐口 

三峰川総合開発工事事務所 
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